
混沌とした社会で生きる力を育む 

              校長 島津 芳久 

 

 寒暖差が激しい日が続きますが、３月に入り学校

は一年のまとめの時期となりました。 

さて、このところの世界情勢は、ウクライナや中

東問題、アメリカとの関係など、わが国の政治や経

済にも大きく影響を与えています。このような先行

き不透明な現状と併せて、努力すれば成果が得られるというかつての高度成長期とは違っ

た社会状況も見られます。それだけに、教育においては、これまで以上に社会の変化に主

体的に関わって困難を乗り越える力の育成が強く求められてます。 

社会全体が成長期にあった学校現場では、「頑張ればよい結果が得られる。結果が出な

いのは、努力が足りない」という声かけにより、それなりの成果も見られ、頑張れの動機

づけが社会全体の共通認識でした。しかし、思うような経済成長や課題解決が容易ではな

い今日の状況は、頑張ればできるという単線的な価値観だけでは解決できなくなっていま

す。また、努力が報われにくいという判断から、確実に成果が得られることにしか取り組

まない傾向があります。励ませば励ますほど、失敗を避け、自分を守る姿勢が見え隠れし

ます。これらは、従来の非認知能力の育成方法である「褒めて励ませば育つ」という考え

方にも転換を迫るものと言えます。 

このような混沌とした社会において、子どもたちの「未来を創造する力」を育むために

は、自らの役割と責任に気づく体験により、自分には現実を変える力があることに気づく

こと。そして、自らの言動には責任が伴うことを実感することが大切です。そこで、励ま

されることによってのみ行動するのではなく、自らの学びを生かすことで「果たすべき役

割」に気づき、自ら判断し、実行に移すことを重視したいと考えています。 

３月は「３年生を送る会」や「卒業式」など、一人ひとりの頑張りを認め一年間の取り

組みを振り返り、新たなスタートに向け自らの役割に気づくさまざまな行事が予定されて

います。これらを貴重な体験の場として生かしていきたいと思います。 

 

 

学校教育目標 「自立・創造・貢献」 

令和 7年 3月 3日 第 13号 

高萩北中だより 

【清掃は高萩北中の大切な伝統です】 

【新入生体験入学】高萩北小学校の６年生に生徒会本部から生活のようすを説明し、

その後、中学校の授業を体験してもらいました。 



◎令和６年度 入間地区児童生徒美術展 

 入間地区での審査の結果です。 

【県特選】 

２年 安藤さん 

「From Now on」 

２年 吉田さん 

  「サラリーマンの朝」 

 

 

【入間地区特選】１年 稲葉さん 

２年 鹿内さん、齋藤さん 

        ３年 𠮷田愛さん、野村さん 

【入間地区入選】１年 瀧澤さん、塚田さん、中出さん、細野さん、鈴木沙さん 

長沢さん、宮﨑真さん 

２年 春日さん、野島さん、水村さん、柴田さん、助川さん 

        ３年 酒井さん、文字山さん、佐藤花さん、縣さん、小山さん 

橋本陽さん、村上さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○３月の主な行事予定 
 ３日（月）県公立高校追検査 

６日（木）県公立高校入学許可候補者発表 

７日（金）３年生を送る会 

１２日（水）３年給食最終日 

１４日（金）第４１回卒業証書授与式 

１６日（日）ＢＪの日 

１９日（水）１、２年授業参観・保護者会 

２０日（水）春分の日 

２１・２４日 短縮４時間授業 

２４日（月）給食最終日 

２５日（火）短縮３時間授業 

２６日（水）修了式 

  ☆４月７日（月）新２・３年生は準備登校の予定です。詳しくは修了式の日に連絡します。 

【薬物乱用防止教室】 

      講師 学校薬剤師 今牧 晋一 先生 

近年、大麻事犯が増加し、令和５年度には過去最多を更新してい 

ます。また、市販薬の過剰服用（ＯＤ）なども社会問題化していま 

す。国では「薬物乱用防止５か年戦略」を策定し、中・高等学校で 

は薬物乱用防止教室を少なくとも年１回開催することとしています。 

本校では、卒業後生活範囲が拡大し、遅い時間に通学するようになる３年生を対象として薬物

乱用防止教室を実施しています。そこで、今年も、学校薬剤師を務めていただいております、

今牧先生にご講演をいただきました。 

◎生徒の感想より 

  保健の授業で危険なものだということは認識していたが、それによる悪影響や依存の仕組

み、人体への影響まではよく知らなかったので知ることができてよかった。また、薬物は他

人事のような気がしていたが、市販の薬や医療機関で渡されたものでも乱用の危険性がある

ことを知って驚いた。用法用量用途を守って使用していきたい。 

Web版には作品は 

掲載しません 

Web版には作品は 

掲載しません 


